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Counseling practice for altruistic surrogacy 

in NSW of Australia. 

 

代理出産のカウンセラーとして 

 

Interviewee 

 

Miranda Montrone 

 

 

Q. バックグラウンドについて教えてく

ださい。 

 代理出産に関するカウセリングを専

門にやっている。とくに代理出産の前

に行われるカウンセリングに従事して

いる。30年以上、不妊分野、donor-

conception のカウンセリングに携わって

きた。NSWでは、90 年代後半から IVF 

surrogacyが行われ、法律ができたの

は、2010年だった。クリニックは代理

出産をとても慎重に扱っている。た

だ、NSWでは、VIC ほどには法律は整

備されていない。 

代理出産について、200から 250ケー

スくらいのカウンセリングをこれまで

担当してきた。法律ができてから、カ

ウンセリングは必須になった。出産後

に代理母とパートナーに対するカウン

セリングも行う。長さは 1時間くらい

でそれほど長いものではないが、重要

だ。代理母がどう感じているかを知る

のは重要。親決定のプロセスにかかわ

るカウンセラーもいる。自分がかかわ

ったのは 40ケースほどで、全部合わせ

るとトータル 300ケースほどになるか

もしれない。 

 

 

Q. 利他的代理出産を成功裡に実施する

ためにはどのようなことが必要でしょ

うか。 

 互いをリスペクトすることが最も重

要だ。そして、正直さ honesty、オープ

ン openness、透明 transparency も大切。

オーストラリアでは、利他的でなけれ

ばならない。これは大事なこと。代理

母の自律性や自由意志が尊重されなけ

ればならない。彼女の身体に関わるこ

とだからこれは最低ラインになる。 

 そして、もし子供に障害などの問題

があったらどうするか? などのことも

事前に十分に話し合っておく。依頼者

は代理母をどのくらいコントロールし

たいと思っているのか? などを知るこ

とができる。代理母の子供にはどんな

影響があるか? も考える必要がある。

代理母に出生前診断をうけてもらいた

いか? 代理母が希望しないときはその

意思を尊重する。 

出生前スクリーニングを受けて、万

が一、子供に問題があるとわかった

ら、中絶するのかしないのか。 

もちろん、実際にそういう事例は、多

くはない。200例のうち、身体的な障害

が見つかったのは、10 例くらいだろ

う。代理母は、たいていの場合、依頼

者の希望にしたがう。しかし、もし気
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が変わったなら、それでもかまわな

い。代理母の気持ちが尊重される。 

このことは、依頼者がお金を払うと

いうことと切り離して考えなければな

らない。代理出産では金銭的対価は発

生しない。依頼者は、代理母に感謝す

る。そして尊敬する。代理母はそれで

満足する。ここには、代理母と依頼者

と子どもたちの交流写真もある。 

もし代理母に対する尊敬が足りなけ

れば、自分は前に進めないよう進言す

る。NSWの人たちは、国内で依頼でき

なければ海外に行く人も多い。しかし

それは、法律違反だ。NSWでは海外で

商業的代理出産を依頼することは禁止

されている。犯罪行為だ。 

 

 

Q 渡航する理由は何でしようか? 

一番大きな理由は国内で代理母を見

つけられないことだろう。とはいえ、

ものすごく難しいということはない。

だから、たいていの人は、代理母を見

つけることができていると思う。どん

な人が代理母になるのかについてのデ

ータを持っていて、投稿準備中だ。

28%が実の姉妹または義理の姉妹の関

係、どちらかの両親、その他が 20%。

友達、親戚、友達の友達。 

このような人に依頼できない人は海

外に行くだろう。オンラインで見つけ

る人もいるが、数は非常に少なくて、

5%未満だ。オンラインで知り合って、

代理母がやってもいいよといってくれ

た場合になる。 

自分が知っている一つの例がある。

代理母はシドニーではなく、他の州に

住んでいた。彼女は、夫と子供たちと

一緒にシドニーに遊びにきた。他の友

人らと一緒にバーベキューをした。バ

ーベキューを主催していた家族の女性

が、子宮頸がんになって、まだ若かっ

たが、子供がもてなくなった。それは

非常に可哀想だという話になった。他

の州から来た女性は、自分は前から代

理母になりたかったと言った。それ

で、代理出産の話が進んだ。最終的

に、代理母は子どもを産んだ。このケ

ースのカウンセリングを自分は担当し

た。 

 

 

Q. どのような場合にプロセスに進むべ

きではないと進言しますか? 

 そういうケースはとても少ない。い

ままで 10例にも満たないだろう。例え

ば、わたしに嘘をついていたことがわ

かったケースが複数。それから、代理

母にお金を払おうとしていたケースが

複数。代理母に対してよい感情を持っ

ていなかったケースが複数。代理母の

素行に問題があったケースもある。自

分のことで精一杯な人は、代理母にな

るには適任ではない。その女性はいい

人かもしれないが、代理母になるのは

よい考えではない。 
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そして、メンタルヘルスの問題を抱

えている女性もいた。しかし、多くは

ない。もしカウンセリングで問題が持

ち上がってきたときは、それを解決で

きるよう努力する、またはその問題に

うまく対処できるようアドバイスをす

る。 

 

 

Q. どのような人が代理母に適任でし

ょうか、とくに心理面で。 

ノーマルで、心理的に重大な問題を

抱えていないこと。MMPIという尺度

がある。これを使ってアセスメントす

る。日本にもあると思う。このテスト

で、重大な問題を抱えていないこと。

自分をよく見せたいと思って回答を変

えているケースも検出できる。とても

高度で専門的なテストだ。 

自尊心については低すぎなければそ

れでいい。多少低くても、平均の範囲

内に収まっていれば問題ないと考えて

いる。やはり代理母になろうとする人

は、依頼者に比べれば教育も低く、よ

い仕事にもついていない傾向がある。

その結果、代理母になろうとする人は

自尊心がいくぶんか低いという傾向は

ある。依頼者に対する共感から、自分

にできることとして妊娠を選択する。

そのあと、子どもとも会える。オース

トラリアで代理母になれば、依頼者が

子どもを海外に連れて行ってしまい、

その後、子どもに会えないということ

は起こらない。我々のスタンスは、誰

か代理母になりたい人がいるなら、き

てもらって話をして、チェックしまし

ょう、そして何も問題なければ、どう

ぞ、というもの。 

 

 

Q. 補償についてはどうでしょうか? 

 利他的なので対価を支払うことは禁

止されているが、例えば、NSWでは、

代理母が仕事を休んだ分の費用を支払

うことができる。しかし VIC ではでき

ない。そのように州によって細かな規

定が違う部分がある。 

 

 

Q. 精子ドナーについてはどうでしょう

か?  とのような人が適任でしょうか。 

何度も提供ができる人。最近、精子

ドナーを見つけるのが難しくなってい

る。なぜかというと、子供が将来コン

タクトしてくるかもしれないというこ

とを恐れている。そういう話がたくさ

んメディアに流れている。それでも平

静でいられる人。精子ドナーにも心理

テストを受けてもらう。自分がしよう

としていることをきちんと理解してい

る人。既に自分の子供をもっている人

が望ましい。それが一番。なぜなら、

もし提供して、そのあと自分の子ども

を持つことができなかったら?  そして

その子どもは、自分の子どもではない

と知ったら?  寂しいと感じるだろうか

ら。 
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Q. 子どもによってドナーに関心を持っ

たたり持たなかったりするのはなぜで

しょうか? 

それはその子どもによる。養子の場

合を考えてみると、ある子どもはコン

タクトを望まない。たとえ、生みの親

にコンタクトができる状況でも。生み

の親は自分のことを捨てた存在だし、

育ててくれた親に対して申し訳ないと

思うからも。もちろん、それでも生み

の親に会いたいという子どももいる。 

 

 

Q. 代理出産の感情的な側面について

教えてください。 

 今まで子どもを手元に置いておきた

いという代理母に会ったことがない。

頭ではわかっていても、身体は妊娠し

ているので、出産直後はやはり喪失感

はあるだろう。たとえ自分の子どもで

はなくとも、代理母はそれだけの長い

間全身で関与していたので。子どもを

渡したあとのコンタクトについてもカ

ウンセリングで話しあう。 

 

 

Q. 利他的代理出産と商業的代理出産は

心理面で違いがありますか? 

  わからない。ここでは商業的代理出

産はやっていないので。米国ではやっ

ているが。他の国で、女性がきちんと

尊敬をもって扱われているか。そうす

べきだと思うが、実際そうされている

かどうか、わからない。オーストラリ

アで商業的代理出産をやろうとする人

もいるが、自分はサポートしない。商

業的代理出産をやりたい理由は、代理

母が不足しているから。代理母を見つ

けられられないかもしれない、と思っ

てる。それで、お金を払えば、代理母

になってくれる人を見つけられるので

はないかと。私が知っている代理母は

みな、お金が欲しいわけではないと話

していた。それはギフトだと。子ども

を売るようなことはしたくない。売春

とも違う。身体を売っているわけでは

ない。それはギフトなのだと。 

 

 

Q. オンラインで代理母を見つけるの

と、友人や親族から代理母を見つける

のとではどのように違いますか? 

  オンラインで見つけてもかまわない

と思う。しかし、きちんと人間関係を

つくらなければならない。すべては関

係性にかかっている。長い期間に及ぶ

関係性になるから。代理母は、自分が

良いことをしたということを知りた

い。代理母やドナーは、子どもがどん

な風か見たい。 

そういえば、こんな映画があった。

名前は忘れたが、韓国の女性で、養子

でアメリカにやってきた。あるとき、

フェイスブックであなたにそっくりな

人がいる、と教えられた。彼女は双子

だった。もうひとりは、パリで育てら

れ、もうひとりはカリフォルニアで育
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てられた。彼女が製作した映画の中で

再会を果たした。韓国にもいって、生

みの親にも対面した。人が欲しいのは

関係性だと思う。そして、自分につい

てのストーリーを理解する必要があ

る。商業的代理出産それ自体が悪いわ

けではないと思う。大事なのは代理母

を尊敬をもって扱うこと。代理出産を

まるでルーティンのように扱っている

ところもある。そういう風にすべきで

はない。そういう風にすると、子ども

を産んだあと、代理母は子どもに関心

がなくなることもあるだろう。9ヶ月も

の間、関わったのに、尊敬がない扱い

をするのはよくない。子どもを見れな

いことすらあると聞いている。麻酔を

与えて、その間に子どもを連れ去る。

そういうやり方は好きではない。 

 

 

Q. 一部の人々は、海外代理出産を減ら

すために国内の代理出産を商業モデル

に近づけるべきだという人もいます。 

 それは法律違反だから、そうしたい

なら、まず法律を改正すべきだと思

う。しかし自分はそれがいいとは思わ

ない。海外代理出産はよくない。もし

海外で依頼した場合、海外の出生証明

書を翻訳したり、報告書が必要だった

り、いろいろ手続きが面倒になる。そ

して、海外では、例えばインドのよう

な国では代理母になることは恥なので

家族も言っていない人すらいる。ウク

ライナは、カトリックの国だから、代

理出産は宗教の教えに反することだ。

だから家族は知らない可能性がある。

ギリシアにも、卵子提供や代理出産が

多いと聞いている。メキシコも、カト

リックの国だ。やっぱり、家族にいっ

てあるかどうか、疑わしい。そういう

点でも難しさがある。それでも代理母

のことはきちんと扱わなければならな

い。家族にもいえず、お金のためにや

っている、そのことは理解できる。で

も、代理母は子どもと会えるようにす

べきだし、子どもを育てている家族と

も交流できるようにすることが必要

だ。 

先日、ジャカルタでプレゼンをし

た。そのときに、代理出産についてい

ろいろ質問された。代理出産をやりた

いらしい。私が言ったのは、やるのは

いいけど、全体を見て欲しいと。家族

が互いにうまくいっているか、相手を

本当の意味で助けたいと思っている

か。友人なら友人を心の底から助けた

いと思っているか。利他的でなければ

ならないし、適切に扱われなければな

らない、と助言した。 

 

 

Q. 代理母と依頼者の間に葛藤はありま

すか?  

 ときどき、そういうことはある。250

件に 5例くらい?  それほど多くはない

けど、非常に感情的にもつれるケース

はたしかに存在する。依頼者は、子ど

もが産めなかった女性。または、流産
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した。または、子宮を摘出した。だか

らその女性の感情的な痛みは相当なも

のがある。だから感情的な面がとても

強く出ることがある。一方で代理母は

そういう問題が全なかった女性。だか

ら、問題ない。心配がないといえる。

だから、代理出産が進行する間、依頼

者の女性は心理カウンセリングが必要

な場合がある。代理母が子供をわたさ

なかったら、など、恐れや心配に対処

しなければならない。そしてそれをコ

ントロールしなければならない。こん

なこともあった。42 週にまで出産が遅

れた代理母がいた。依頼者は帝王切開

を希望したが、代理母はあまり心配し

なかったので、そのままでいいと言っ

た。病院は、代理母のいうことを尊重

した。代理母の身体なので、代理母の

考えが優先される。 

 

 

Q. ゲイカップルの依頼者で異性カップ

ルと異なる点はありますか? 

ゲイカップルでも、違いはないと思

う。男性は一般に女性の体にことはわ

からない。それは、女性と結婚した男

性でも同じこと。妊娠の長さすらも知

らないかもしれない。ちゃんと理解し

ているとは思わない。しかし、代理出

産を依頼しようとするゲイカップルの

場合はそうではない。とてもよく勉強

している。代理母になる女性にとって

はゲイカップルの方が好まれるばあい

もある。それは、依頼者の女性のよう

な悲嘆や痛みを経験していないので付

き合いすいということがある。だから

ゲイカップルの依頼者は、違うともい

える。とても準備が整っているといえ

る。 
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Miranda Montrone Link 

 

オーストラリアニューサウスウェール

ズ州を拠点とする心理学者、家族療法

士、不妊カウンセラー 

不妊症と生殖補助医療における 30年

以上の経験を持つ。現在は代理出産と

配偶子ドナーに関するカウンセリング

を専門としている。 

 

・The Australia and New Zealand 

Infertility Counsellors’ Association 

(ANZICA Link) 

 

論文: 

Montrone M, Sherman KA, Avery J, 

Rodino IS. A comparison of 

sociodemographic and psychological 

characteristics among intended parents, 

surrogates, and partners involved in 

Australian altruistic surrogacy 

arrangements. Fertil Steril. 2020 

Mar;113(3):642-652.  

 

http://counsellingplace.com.au/
https://www.fertilitysociety.com.au/professional-groups-anzica-australia-new-zealand/

